
 

 

 

 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】の受講 

及び准橋梁点検技術者認定試験の手引き 
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独立行政法人国立高等専門学校機構 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター  

  



１．本講習会の目的 
本講習会は，地方自治体が管理する道路橋（鋼橋及びコンクリート橋）のうち 
一般的な橋梁形式のものについて，道路橋定期点検要領（国土交通省道路局） 
に基づき実施する点検業務を確実に履行するために必要な知識及び技能を有す 
る技術者を養成することを目的としています。 
本講習会は，准橋梁点検技術者認定講座であり，全課程を修了した者は，准

橋梁点検技術者認定試験を受験することができます。准橋梁点検技術者とは，独
立行政法人国立高等専門学校機構が認定する技術資格です。 

２．２０２４年度ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】開催予定 
（１）開催日程 

開催回 講習会日 ｅラーニング（開始日） 
第１回 ５月１１日(土)・１２日(日) ４月１９日(金) 
第２回 ５月２５日(土)・２６日(日) 5 月２日(木) 
第３回 ６月１日(土)・２日(日) ５月１０日(金) 
第４回 ６月２９日(土)・３０日(日) ６月７日(金) 
第５回 ７月２０日(土)・２１日(日) ６月２８日(金) 
第６回 ８月３日(土)・４日(日) ７月１２日(金) 
第７回 ８月２６日(月)・２７日(火) ８月２日(金) 
第８回 ９月２８日(土)・２９日(日) ９月６日(金) 
第９回 １０月１９日(土)・２０日(日) ９月２７日(金) 
第 10 回 １１月９日(土)・１０日(日) １０月１８日(金) 
第 11 回 １１月２３日(土)・２４日(日) １１月１日(金) 

（２）実施場所（講習会） 
   舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター及び舞鶴市内橋梁 

（３）カリキュラム 
   別添 1（ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】カリキュラム）のとおり

実施します。 
    なお，本講習会はｅラーニングと講習会を組合せた構成としているため，

ｅラーニング修了証が無いと講習会を受講できません。ｅラーニング修了証
は，指定のｅラーニングコースの全講座を受講してチェックテストを全問正
解した方に対して発行されます。 

 



３．受講者の募集 
（１）募集人数 

各回定員１０名 ※受講者の選定は申込み先着順とします。 
※定員に満たない場合には中止となる可能性があります。 

（２）受講条件（対象者） 
次の①②③④のいずれかに該当することとします。 
① 大学及び高等専門学校の建設系学科の学生 
② 建設業，建設コンサルタント業務等を実施する民間企業に所属する技術者 
③ 行政機関に所属する建設系技術職員 
④ ①～③以外で，橋梁に関する初歩的な知識を修得していると認められる者 

（３）募集期限 
原則，各開催回ｅラーニング開始２日前とします。 

（４）申込方法 
   ｉＭｅｃホームページ（https://www.maizuru-ct.ac.jp/imec/）の講習会の予約か

らお申込みください。講習会の予約から受講までの流れについては，別添 2
を参照してください。 

（５）受講料 
   受講者１名につき４４，０００円（税込） 
   ※支払方法等は受講申込受付後にご案内します。 
   ※キャンセルに伴う受講料の返金はできません。 

４．准橋梁点検技術者認定試験 
（１）受験資格 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】の全課程を修了した受講者は， 
准橋梁点検技術者認定試験を受験することができます。 

（２）試験で確認する知識及び技能 
・橋梁工学に関する知識及び道路構造物の損傷に関する知識を有すること。 
・一般的な橋梁形式の道路橋について，道路橋定期点検要領（国土交通省道路
局）に基づき実施する点検業務を確実に履行するために必要な知識及び技能
を有すること。 

 
 
 



（３）実施方法 
   試験は，選択式問題とし，ｉＰａｄ（貸出）を用いて解答いただきます。 
   出題数は３０問，制限時間は４５分です。 

（４）実施日及び実施場所 

実施日は，講習会の最終日とします。 
実施場所は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センターとし 

    ます。 

（５）合格基準 
   橋梁メンテナンス技術レベル認定基準４．資格認定試験の合格基準（１）准 
   橋梁点検技術者認定試験合格基準のとおりです。 

（６）准橋梁点検技術者登録申請 
   資格認定試験合格者には，登録申請の案内をメールにて送付します。 

登録申請の案内は，受講した講習会により，年４回に分けて実施する予定で 
す。 

第１回～第３回    ２０２４年 ６月下旬 
第４回～第６回    ２０２４年 ８月上旬 
第７回～第８回    ２０２４年１０月下旬 
第９回～第１１回   ２０２４年１２月下旬 

なお，合格者名簿は，舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育セ
ンターにおいて閲覧することができます。 
 

＜講習会についてのお問い合わせ先＞ 
          舞鶴工業高等専門学校 社会基盤メンテナンス教育センター 
          住所：〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋 234 
          電話：0773-62-8877（直通） 
          ｅメールアドレス：imec＠maizuru-ct.ac.jp 

＜技術資格についてのお問い合わせ先＞ 
          舞鶴工業高等専門学校 社会基盤メンテナンス教育センター 
          技術資格運営事務局 
          住所：〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋 234 
          電話：0773-62-8877（直通） 
          ｅメールアドレス：imec＠maizuru-ct.ac.jp 
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